
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

１．まず、宿題をしよう。 

２．自学ノートに取り組もう。 

３．よゆうのある人は予習しよう。 

つくえの上は勉強道具だけにする。 

 

 

 

 

字はていねいに
正しく書く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ながら勉強はしない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

いろいろな本を読む。 

 

 

ふく習を大事にする。 

 



家庭学習を充実させるために 

 

 
（１）学習内容とお子さんの理解度・定着度を把握しましょう。 

 ○学校で学習したことを話し合いましょう。 
 ○教科書やノート、テストなど、理解や定着の様子を確認したり、話し合ったりしましょう。 
 

（２）自ら進んで学習できるようにしましょう。 

 ○適度な目標を一緒になって決め、その目標を達成できるよう励ましましょう。 
 

（３）家庭学習を習慣化しましょう。 

 ○毎日、時間を決めて取り組むようにしましょう。 
 ○ゲームやテレビの時間を決めたり、睡眠時間を確保したりするなど、生活を見直し、 
学習時間をあらかじめ決めておきましょう。 

 

（４）学ぶ環境を整えましょう。 

 ○学習の場の整備…学習する場の確保、整理・整とんを心がけましょう。 
 ○家族の協力………学習しているそばでテレビを見ないなど、集中して学習できる雰囲気を 

作りましょう。 
時には親子で新聞を読んだり、読書をしたり、一緒に問題を解いたり 
しましょう。 
 

お子さんの取り組みを励ますために    

 

○「よくやったね。」「がんばったね。」など、努力していることをほめていきま 

しょう。 

○「続けることで、力がたくさんついてきたね。」 

   「今日も目標どおりできたね。」「明日もがんばれるといいね。」 

   「毎日、自分で学習することは素晴らしいことだよ。」 

   などの声かけにより継続を促します。 

○「昨日は計算をよくがんばったね。」「今日は何に挑戦するの？」と学習内容 

を確認する言葉かけも大切です。 
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